
男女共同参画に関する自主研修会                 令和 7 年 11 月６日 

相談で大切にしていること 
～『困った感』をどうキャッチし、どう寄り添い、どう繋ぐ～ 
～“思い込み”から解放され、誰もが 心地いい生き方を～ 

冨 田 久 子 

１. はじめに 

大きな気づき 口癖の変化   ➡➡ 

独身時代(数学教師) 「頑張りや！」「やったらできる！」「逃げたらアカン！」 と必死な自分 

子育て時代 「エエ教師 /エエ妻 /エエ母親にならなアカン！」  ともがく自分  

婦人政策室 「人間はロボットちゃう、出来ないこともあってエエねん」「人間、十人十色や」 

「切替えも大事や」「『助けて』もありや」 「良妻賢母やーめた    」 と心地いい自分に 

２. 私の子育て奮闘記から  

※「校長先生！ 私、ちゃんと赤ちゃん産める？」（初めての出産） 

※ 我が子を布団に投げ捨ててしまった私（初めての育児） 

※ 声掛け /寄り添いの大切さ＆難しさ 

３.実父と義父の介護から 

※ 実父は肝臓がん。医師から「後５日の命」と言われた時、私は？ 孫は？ 夫は？ 

義父は胃がん。 手術の日、夫は？ 私は？ 

※ 民法 877条 『直系血族及び兄弟姉妹は、互いに扶養をする義務がある』 

４.さまざまな叫びから （『困った
・ ・ ・

人』ではなく、『困って
・ ・ ・

いる
・ ・

人』、人生のエエ節目つくろ  ） 

※「お母さん達 3 人で旅行いくけど、私、お爺ちゃんとこ行くねん」（中 1） 

※「上の子を褒められない私が嫌！」（6 歳と３歳の子の母親） 

※「母ちゃん、家出した！ どないしたらエエ？」（夫） 

※「家の嫁、孫に会わしてくれへん！」（堺一日なんでも相談；結婚した息子の母親） 

※「やっと、女性になれましたね。これからは、…」（家庭裁判所；性 /氏 /名の変更） 

５. 誰もが自分らしく生きられる家庭・地域でありたい 

※ 『トイレの女性学』って？ （セックスとジェンダー） 

※ 『啐啄同時』って？（R-PDCA） 

※ 『配慮が排除』って？（堺一日なんでも相談） 
 
 
 
 

“ジェンダーバイアス”の気づきを、“自分らしさ”へのスタートに     

・・・・・ みんな違って、みんな良い（金子みすず） ・・・・・ 

・・・・・ 『喜怒哀楽』どの気持ち大事、だけど、…  ・・・・・ 

・・・・・ 繋がることで、『辛さ半減』＆『喜び倍増』 ・・・・・ 

吐いて 受止められて 

つながって 

楽に 

【今の仕事】                      【今の活動】 
家庭裁判所 /男女共同参画センター/講演   地域の“はあば” 

（ジェンダーバイアス） 


